Scene 3 (Warrior (Narrator 1), Dragon (Narrator 2), Princess (King))

Warrior: 大きいドラゴン! 出てこい! 戦うぞう! 貴様を殺す!
Dragon:  ほらほら…  誰が私と私の妻をおじゃましますか?
Warrior: せっしゃはドラエモンでござる. 私は姫を助けるつもりです!  あの姫を放せば, 僕はお前を生かしておきますよ!
Dragon:  きみは姫のためにきましたか?

Warrior: はい, そうです. 
Dragon:  こわい, だから姫をあきらめるよ.
Warrior: ちょっと待て...  問題があるよ.  何故あのドラゴンはそんな簡単にあきらめるですか? おかしいです.
(Dragon brings out the Princess)

Warrior: (to the Princess) この悪のばけもの!  どうしてそんなことができるの！僕はお前を倒す!
Princess: ちょっと待て下さい. 私は姫です. (points to dragon) 彼は龍です.  私は彼に誘拐されたのです.

Warrior: うそ! でも, きみはすごく醜い, なぜあのドラゴンはきみを誘拐したいの?

Dragon: あの日私はお酒を飲みすぎて, 酔って, 目が見えなくなった.

Princess: うるさい! 私はすごく美人ですよ.  この言葉私の父はいつも私に言ってよ!
Warrior: でも, きみはほんとにお父さんに似ているね.

Princess: そうですか? 私は気がつきませんでした.

Dragon: じゃ, 戦士, 勝負しますか? 敗者は姫を得られるよ!
Princess:  何!?
Warrior: よし! いくぞう! (Dragon and Warrior prepare to fight)

Princess: 本当に私のために助けるつもり?  決してあのドラゴンに敗けないでよ…
Warrior and Dragon: うるさい!  君はひどく醜いだから誰も君を助けないよ!
Princess: なに!!!! 私はきみたちを殺す!
Warrior and Dragon: しまった！ これはやばい!  逃げましょう!
Princess: 逃げないで! (Chases Dragon and Warrior away)
